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旧政権時代にはみられなかったような新たな対立抗争や衝突事件発生するようになっていった。これらの数々の対立抗争や衝突は、しかしながら、 く観察し るならば、そ 特徴は必ずしも一様ではなく、相互に重複する部分もあるが、大きく二つに類型化し捉えること できるように思われる。まず一つ 部族や双分制といった伝統的社会構造に基づいた対立や衝突で り、体制崩壊に伴い治安維持や統制のタガが外れ社会の古層にあったものが再び表面化して起きてい 対立抗争である。すなわち、部族同士あ いは住民同士という点では並存的な伝統的社会集団間で 抗争として捉えられるものである。　
そしてもう一つの対立とは、よ
り現代的な経済のグローバル化のなかで周縁化さ た人々、または















出すこととなっ のが、ガフサ県メトラーウィーのリン鉱山での事件である。 の地域のリン鉱石の発見はフランス保護領時代一八八六年にま 遡り
⑻、その一〇年ほ
ど後からフランス当局下でリン鉱山の開発が開始された そ 鉱山労働者には、この土地に古くから住む遊牧民のブゥ・ヤヒヤー族の者たちと、加えてその南部ジェリード地方のオアシス地帯からも職を求めてこの地に移住し鉱山労働者となった者たちも多数いた。チュニジア独立後、ガフサ・リン鉱石会社と改称し 企業で 、旧住民の遊牧民ブゥ・ヤヒヤー族と「ジェリーディー」と呼ばれるようになった旧移民の地縁的住民集団が共 鉱山労働に従事していた。しかし、前者が 伝統をもつ人々であるのに対し、ジェリーディーの集団は農耕の伝統をもつ人々で、伝統も出身地も異なり、時折小競り合いもあったとされている。そしてベン・アリー政権下、ジェリード地方出身の一官僚がこのリン鉱山での就労斡旋に
際し、自らの親族や同郷者を不当に優遇して人事採用を行ったこともあったとされている。　
こうしたことを背景に革命後、












































〇名の賃金労働者で管理 せるという過重な労働を強いるものでもあった。そ うえナツメヤシ農業にはそれなりの専門知識や技術が必要で るが、賃金労働者として採用された者は低学歴 若い未熟練労働者ばかりで、代々、農業を生業としてきた者たちにしてみれば、その農業経営は農業や農作物への愛着から も許し難い不当なものとみなされたのである。　
一月一四日の革命直後、独裁政




















議申し立てをしたと同じ論理に基づいて、その不正義（ズルム）に抗議しているのである。それは先の事例がより並列的な部族間や住民同士の対立抗争であったとすれば、後者の事例は経済的グローバル化とより緊密に結びつ ており、その過程で 格差や周辺化といった中心 周辺、富裕層と貧困層、上位者と下位者というより階級闘争的な対立・衝突と捉えることができるだろう。●おわりに　
チュニジアの政権崩壊後に各地

















































































































































































12二〇一一年八月二五日の交換レートでは一ＴＤ＝約五八円。この は円高の影響もある。因みに 〇〇九年八月八の交換レートでは ＴＤ＝約七三円。13オアシス農地を占拠しつつも、農地の手入れや三〜四月に ナツメヤシの受粉作業 自発的に全て無償で行い、農民としての農地への愛着やまた自らの農地管理能力をも対外的にアピールした。旧政権下で民営化された多くのオアシス農地で同様 問題が起きており、こ 農地・労使紛争については二〇一一年九月の調査時点では未だ解決には至っていなかった。14Ｅ・ゲルナー 『イスラム社会』 （宮治美江子・堀内正樹、田中哲也訳）紀伊国屋書店、 一九九一年鷹木恵子「書評
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